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自己紹介

岩野 洋平(いわの ようへい)
アマゾン ウェブ サービス ジャパン

シニア ソリューション アーキテクト

AWS での役割:

主に建設業のお客様を担当、AWSの導入を支援

好きなサービス:

AWS IoT AWS Lambda Amazon Athena Amazon 

SageMaker
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建設不動産の課題
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就建設業就業者の年間労働時間は
2007年に2,065時間だったのに対し

2016年は2,056時間と9時間改善

一方で、産業全体の年間労働時間は
2007年に1,807時間だったのに対し
2016年は1,720時間と87時間改善

働き方改革

建設業就業者の高齢化が進行し、次
世代への技術継承が大きな課題に

技能労働者は2025年には
最大93万人不足する可能性がある

不動産業においても、一事業所あたり
の平均従業者数は 3.6 人となってお
り、全産業平均の 1/3 と担い手不足

が顕在化しつつある。

生産性 サステナビリティ

日本の電気・熱配分後の二酸化炭素
排出量は業務その多部門で 17.9 %、
家庭部門で 14.7 % となっており、
合計で 32.6 % もの二酸化炭素が不
動産関連部門より排出されている。
2021年度においては、家庭部門は前
年より 6.6 % 現象しているものの、
業務その多部門は前年より 3.3% 増

加している。

日本の建設不動産業界の課題

老朽化

。2017年から20年間で、築40年を
超えるマンションが279万戸増加し、
既存ストックの老朽化問題も顕著に

なると予測されている。
また、社会インフラについても、高
度経済成長期以降に多くが整備され、
建設後50年以上経過する施設の割
合は、2033年時点では道路橋で約

63％、トンネルで約42％と見込み、
その割合は増加傾向にある国土交通省 – 建設産業をめぐる現状と課題 |

国立研究所 | 令和2年版 国土交通白書
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re:Invent 関連アップデート
- 研究開発とエンジニア
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Research and Engineering Studio on AWS (RES)

Key Features

1. 専用のウェブポータルからデスクトップ環境作成

2. 共有データストアを利用し共同作業

3. 既存のID管理インフラ（AWSマネージドAD）との統合

4. プロジェクト毎でコストやアクセスを管理

R&Dチームがクラウドの専門知識を必要とせずにワークロードを実行できる環境
を管理・作成するためのオープンソースのウェブポータル

Github : https://github.com/aws/res

AWS Doc : https://docs.aws.amazon.com/res/

Blog : https://aws.amazon.com/blogs/hpc/new-research-and-

engineering-studio-on-aws/

Youtube : https://www.youtube.com/watch?v=M0rc0Rwj6Tg

Admin End-users

manage login & use

https://github.com/aws/res
https://docs.aws.amazon.com/res/
https://aws.amazon.com/blogs/hpc/new-research-and-engineering-studio-on-aws/
https://www.youtube.com/watch?v=M0rc0Rwj6Tg
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Research and Engineering Studio on AWS
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• 仮想デスクトップへのアクセス
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Research and Engineering Studio on AWS
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• プロジェクト毎でコストとアクセス管理
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Research and Engineering Studio on AWS

12

• HPC 環境との連携
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Confidently run your production HPC workloads on AWS 
(CMP213) 

6年連続で Best HPC Cloud Platform受賞
(SuperComputing)

HPC Plus という考え方
• HPC と ML/AI の統合

• デジタルツインオーケストレーター TwinFlow
(github)

コンセプトワークフロー

SD(genAI) で
2D デザイン

NeRF(genAI) 
で点群化

HPC で CFD 

を計算

ベストなデザ
インを選定

https://www.youtube.com/watch?v=nEfMyazR1Mc

https://github.com/aws-samples/twinflow
https://www.youtube.com/watch?v=nEfMyazR1Mc
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re:Invent 関連アップデート
- デジタルツイン, IoT, Robotics
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IoT on AWS によるインダストリー DX の加速 (IOT206)

インダストリー DX を阻む課題

• 既存システムとの統合が不十分で活用領域が拡大しない

• セキュリティの懸念とクラウド採用への躊躇

• 古い機械からのデータ収集・加工することの困難さ

ソリューション

産業向け IoT サービス AWS IoT SiteWise の
building block に加え、産業特化サービスと Partner 
solutions を充実

• 新しく 10 のプロトコルをサポート (BACnet 含む)

• AWS IoT SiteWise Edge が Siemens Industrial Edge 
Marketplace で利用可能に

• メタデータの一括インポート、エクスポート、更新

• ウォームストレージを新設

• Amazon Lookout for Equipment 統合をサポート

https://www.youtube.com/watch?v=BN_r2o-I5qY

https://www.youtube.com/watch?v=BN_r2o-I5qY
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NVIDIA Omniverse とAWS IoT TwinMaker の連携
(HYB207-INT)

16

https://www.youtube.com/watch?v=iEV3H_IV-ag

https://www.youtube.com/watch?v=iEV3H_IV-ag
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Software Defined Cities (HYB207-INT)

17

都市やエンタープライズでは、ここ
数年で様々なものがソフトウェアで定
義 (Software Defined) されてきた。
スマートファクトリーやスマートビル、
スマートホーム、コネクテッドカーな
ど。

都市では、ますます多くのものが接
続され、統合されつつあり、サウジア
ラビアのネオム市のような、デジタル
ツインを重視した新しい都市が構築さ
れている。

https://www.youtube.com/watch?v=iEV3H_IV-ag

https://www.youtube.com/watch?v=iEV3H_IV-ag
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AWS IoTが実現する次世代のスマートホーム・ソリューション
(IOT207) 1/2
スマートホームのトレンド

• 消費者はスマートデバイスを急速に採用してお
り、1世帯当たり平均21個のデバイスを保有

• 2022年には8億7100万台のデバイス出荷されて
おり、2030年までに55億以上のデバイスが出荷
される見込み

スマートホームにおける AWS の優位性

• AWS はスマートホームに必要な3つの要素に適
したサービスを有している

1. デバイス

2. コネクティビティ・コントロール

3. バックエンドアプリケーション

https://www.youtube.com/watch?v=z0uqt0PgqNk

https://www.youtube.com/watch?v=z0uqt0PgqNk
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AWS IoTが実現する次世代のスマートホーム・ソリューション
(IOT207) 2/2
ネスレ: スマートリッターボックスの展開

チャレンジ

• デバイス数のスケールに対応する必要がある一方
で、増え続けるデバイス１台あたりのコストを低
減する必要があった

ソリューション

• Amazon RDS からよりスケーラブルな
DynamoDB への移行を実施

• デバイス接続管理のため AWS IoT Core 採用

効果

• １デバイスあたりのコストを削減

• スケールに伴うパフォーマンスの改善

https://www.youtube.com/watch?v=z0uqt0PgqNk

https://www.youtube.com/watch?v=z0uqt0PgqNk
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産業現場検査のためのグローバルなロボット労働力配備 (ROB202)

チャレンジ

• 世界中の顧客設備へ配備するには地理的レイテンシーが課題

• 人のために設計された現実空間との調和

• 今後1-2年で数千台を制御できるスケーラビリティが必要

ソリューション

• AWSのグローバルインフラにサービスを地理分散

• 多数のセンサーからのデータを AWS 上の AI で分析

• コンテナに正規化し EKS 上でスケールする設計

効果

• 全世界の設備で低レイテンシーを実現

• 顧客設備データとセンサーデータで現実を把握

• 100 台規模から数千台へスケールする設計へ刷新

AWSを活用し人の労働力の代わりになる自律ロボットを
世界中に配備し集中管理

https://www.youtube.com/watch?v=n4CVqVvwtO4

https://www.youtube.com/watch?v=n4CVqVvwtO4
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re:Invent 関連アップデート
- AI/生成AI
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Amazon Bedrock を利用した Multimodal RAG のサンプル

GitHub で公開された AWS サンプル

• マルチモーダル RAG の実装サンプル

• テキスト、画像、表をサポート

AWS の各種サービスを利用

• Amazon Bedrock (生成AI) を利用して埋め込み

• Amazon Opensearchに埋め込みベクトルを保存

• 検索結果は Amazon Bedrock で要約

23https://github.com/aws-samples/amazon-bedrock-samples/blob/main/rag-

solutions/multimodal-rag-pdf/rag/multimodal-rag-pdf.ipynb

https://github.com/aws-samples/amazon-bedrock-samples/blob/main/rag-solutions/multimodal-rag-pdf/rag/multimodal-rag-pdf.ipynb
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AI/ML によるエンドツーエンドのサプライチェーンの透明性の促進(SUS203) 

End-to-End のサプライチェーンのトレーサビ
リティが求められる背景
• 原産地の証明
• 規制対応（紛争、サステイナビリティ）
• ビジネスリスクの把握

トレーサビリティの実現の難しさ
• レベルが深くなるほど、複雑になるサプライ
チェーン

• 統一されていないデータフォーマット
• さまざまなデータプロバイダー

https://youtu.be/TQ8ms2LcDg0?si=0F3nxU93LbALEX8Y

https://youtu.be/TQ8ms2LcDg0?si=0F3nxU93LbALEX8Y
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AI/ML によるエンドツーエンドのサプライチェーンの透明性の促進(SUS203) 

外部データソースとサプライヤ―のPDF証明書
のような非構造化データを取り込むためのサン
プルアーキテクチャ

• 請求書、配送情報等の外部データは AWS Glue で
取り込み

• サプライヤーからの証明書は Web ポータル経由で
S3 にアップロードされ、Amazon Textract によ
り文字抽出

• Amazon Location Service で住所を座標に変換な
ど、可視化するためのデータに変換、クレンジン
グを施し取り込む

• 証明書の情報と、関連データの突き合わせること
で、サプライチェーンの透明性を実現

Amazon Bedrock で生成 AI を取り入れることで、
「この原材料の産地はどこですか？」といった自然言
語検索も可能に

https://aws.amazon.com/jp/solutions/guidance/product-traceability-on-aws/

https://aws.amazon.com/jp/solutions/guidance/product-traceability-on-aws/
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AI/ML によるエンドツーエンドのサプライチェーンの透明性の促進(SUS203) 

• 2 つのアパレルブランドでも原材料をたどっていくと、
Lv2 で 200~300 のベンダー数と複雑なサプライ
チェーンの可視性を実現するためにAWSと共同で取り
組んだ

• 各サプライヤーの証明書をAWSの ML サービスでデー
タを抽出、内部データと結合し、サプライヤーと原材
料の産地の透明性を BI ダッシュボードに可視化

• 特定地域への依存によるビジネスリスクの特定
• サスティナブルな供給源であることの証明

以下を実現

PVH社の取り組み
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研究開発
エンジニアリング

Research and Engineering 
on AWS(RES) が発表され、

より柔軟な環境を研究開発者と
エンジニアに提供。

HPC Plus という新しい
潮流

デジタルツイン,
IoT, Robotics

既存のデータを収集だけでなく
IoT 等も活用して様々な設備や

建物からデータを収集。
Software Defined citiesの
中でデジタルツインと
シミュレーションを

統合

機械学習/生成AI

不動産業界や建設業界で要望の
多いマルチモーダル RAG の
サンプルについて紹介。

また、機械学習/AI を活用した
サプライチェーンの透明性
についての事例を紹介

まとめ
ライフサイクルの中でより良い体験を実現する
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Thank you!
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